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研究成果の概要（和文）：20世紀序盤に本邦に存在したピアノに関する情報収集と、可能な場合には実物の調査
を行い、収集した情報をデータベースとして公開した。またその時代のピアノを生み出した当時のピアノ産業に
ついて資料の収集、分析を行うとともに、ピアノ産業の関係者への聞き取り調査を実施した。研究書・論文・シ
ンポジウム・コンサートによって研究の成果を公開するとともに、この時代の貴重な楽器を所蔵する文化施設に
対して専門的知見を提供することで、楽器の今後の保存に関する施策にも貢献している。

研究成果の概要（英文）：Information was collected on pianos that existed in Japan at the beginning 
of the 20th century and, where possible, actual objects were examined and the information collected 
was published in a database. In addition, data was collected and analysed on the piano industry of 
the time, which produced the pianos of this era, and interviews were conducted with people who 
worked in the piano industry. The results of the research have been publicised through books, 
articles, symposia and concerts. In addition, the research has contributed to measures for the 
future preservation of the instruments by providing expert knowledge to cultural institutions that 
own valuable instruments from this period.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
西洋音楽が明治維新から半世紀あまりのあいだに日本で普及する過程で重要な役割を果たしたはずの楽器、ピア
ノについて、かの時代のピアノの網羅的な調査を通じて、おおむね大正期までに存在したピアノの響き、そして
それをめぐる産業を含めて、音楽文化の諸相を検証しようとする研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 明治・大正期において、ヨーロッパに由来する音楽が既存の音楽文化とせめぎ合いながら定着
する過程において、ピアノは新しい音楽文化を体現する象徴的な楽器のひとつであった。プロの
音楽家の育成にも、学校での音楽教育でもピアノが活用された。しかしその響きが実際にどのよ
うなものであったのかが問われ、音楽史記述に活かされたことはほぼ皆無であったと言える。
15K02100 の研究はそのような状態に鑑みた基礎作業として、20 世紀の第１四半世紀、おおむね
大正期までに本邦に存在したピアノの調査を行った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は上記 15K02100 の発展的な課題として、ひきつづき当時国内に存在したピアノについ
て調査しながら、20 世紀序盤のピアノ産業を、主たる考察対象を本邦に据えつつ、それを当時
の東アジアそして世界の脈絡で捉えるべく、そのための楽器調査および基礎資料の収集を目指
した。研究期間開始後、COVID-19 のパンデミックにより国外の新規調査が著しく困難になった
一方、従来精査されていなかった非公開資料（下記「研究の方法」（４））の整理に参画できるこ
とが判明したため、同時期の浜松地域のピアノ産業調査に研究の重心を置き、一方で国策や他産
業分野との関係から、また当時不可避だったはずの海外ピアノ産業との関係構築という観点か
ら、当時のピアノ産業の諸相を明らかにしようとした。 
 
３．研究の方法 
（１）大正期までに本邦に存在したピアノの実物調査（現存する楽器について、基本的な仕様の

ほか打弦機構、ハンマー等に関するデータを収集） 
（２）同時期に本邦に存在したピアノについて網羅的に把握するための情報収集 
（３）海外の研究機関等との連携、歴史的ピアノ活用事例の視察 
（４）大橋幡岩ピアノ資料（浜松市博物館蔵）の調査への協力 
（５）本邦のピアノ産業関係者へのインタビューの実施 
（６）本邦のピアノ産業関係資料の収集、分析 
（７）河合楽器製作所、ヤマハ各社における社史検証活動との連動 
 
４．研究成果 
（１）以下のピアノに関する実物調査を行った。 
  Becker グランドピアノ（愛知県安城市 アンフォーレ） 
 Biese アップライトピアノ（上野学園大学） 
 周 アップライトピアノ（北海道教育大学旭川校） 
 ヤマハ グランドピアノ（浜松市博物館） 
 ヤマハ グランドピアノ（東京・港区教育委員会／区立郷土歴史館） 
 Mann / Doering アップライトピアノ（大阪府高石市 高石教会） 
（２）以上のピアノのほか、対象時期のピアノに関する情報を、次の組織・機関等と連携して収

集した。 
 大阪大学中之島芸術センター、大原美術館、国立音楽大学楽器学資料館、熊本市立白

川小学校、水戸市・旧水海道小学校／茨城県立歴史館、山鹿市立博物館、山形県立博物
館ほか 

（３）上記（１）（２）によって収集したピアノ情報データベースのパイロット版を公開した。 
（４）上記、方法（２）に挙げた諸組織のほか、次の自治体における歴史的ピアノ所蔵施設と、

研究成果を共有して協力し、次の成果を挙げた。 
 安城市：行政への働きかけに際して専門的知見を提供することで、楽器の展示・保管

体制の改善に貢献 
 東京都港区：「日本楽器製造株式会社製初期グランドピアノ」の 2022 年度区文化財指

定に向けて、またその後の展示や修復への助言 
（５）上記（３）として、オランダ・E. ブンク工房およびドイツ・ライプツィヒ大学楽器博物

館と連携し、歴史的ピアノ活用事例を視察した。また後者の協力のもと、大戦間にお
ける日独のピアノ産業に関する公文書の予備調査を実施した。 

（６）歴史的ピアノを活用する大規模イベントとしてのショパン国際ピリオド楽器コンクール
（第１回、ポーランド・ワルシャワ、2018 年）について調査した。さらに、出場者を
含め専門的知見を持つ方々が登壇するシンポジウム（一橋大学、2019 年）を開催して
この催しの意義などについて知見を集約し、それを出版物としても公開した（一橋大
学大学院言語社会研究科紀要『言語社会』、2020 年）。 

（７）上記、方法（４）の大橋幡岩ピアノ資料の文書資料について、浜松市博物館で着手された
ものの完成に至っていなかった目録を整備し、それに関連する調査活動普及のために
コンサートを開催（浜松市博物館、2022 年）、また同資料について日本音楽学会全国大



会（西南学院大学、2022 年）で報告した。 
（８）ピアノ産業関係者インタビュー：４名に対して実施した。またエスピー楽器（静岡県磐田

市）を訪問調査した。 
（９）ピアノ産業史研究：大野木吉兵衛による山葉寅楠関係の未刊原稿および取材ノート、河合

小市関連資料の検証・翻刻を行った。 
（10）上記一連の活動にあたって、河合楽器製造所およびヤマハ（企業アーカイヴズ）の、社史

検証にかかわるスタッフと産学連携し、また今後の研究体制を構築した。 
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